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はじめに
福井大学総合図書館の耐震改修増築工事が２００９（平成２１）年３月に竣工し、そのリニューアル
オープン式典が５月２８日に開催された。今回のリニューアルにあわせて新たに設置される「展示
ホール」と、そこでの展覧会の開催に関する相談をうけたのは、改修工事が本格的に始まる直前
の２００８年１０月であった。
ここ十数年のあいだに大学図書館において、所蔵資料を中心とした展覧会が数多く開催される
ようになってきているし、２００３（平成１５）年２月に新築移転した福井県立図書館でも、白川文字
学の室、郷土資料展示などの展示コーナーを設置している。博物館や美術館では展覧会は主要な
事業の一つであるが、図書館と展覧会はどうであろうか。以前、福井大学附属図書館報『図書館
forum』において「図書館法と博物館法」として、図書館と博物館のその制度や目的の相違点につ
いて触れたことがある（宇野 ２００９）。図書館には博物館のような展示を業務の一つとする専門的
な学芸員のポストは存在しないし、誰が、どのようにその展示を具体化していくのか。今回実際
に図書館職員と一緒に作業を進めていく上で、いくつかの問題点が浮かび上がった。
それらのことも踏まえ、博物館学を研究分野とし博物館の現場経験をもつ宇野と、長年にわた
って図書館員として大学図書館に関わってきた田中美智子（学術情報課）との分担で執筆し、新
図書館での第１回の展示の構想、準備、広報活動、運営等々、どのような課題に直面しどう対処
したのか。そして、それぞれの立場から、大学図書館における展示のあり方についてのいくつか
の論考と一般来館者のアンケート結果をふまえて、その問題点と課題を明らかにし、図書館での
今後の展示のあり方を考察する。
したがって、全体の構成と編集責任、この「はじめに」、「第二章：展示の企画・構想」は宇野
が、「第一章：展示ホールの設置」「第三章：広報活動と展示の運営」は田中が執筆し、「第四章：
それぞれの立場での検証と考察」はそれぞれの節を分担執筆した。
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第一章 展示ホールの設置
１．福井大学附属図書館の歴史
附属図書館の歴史を『福井大学５０年史』で紐解くと、福井大学は１９４９（昭和２４）年５月３１日
国立学校設置法の施行により、学芸学部と工学部からなる新制大学として認可・設置された。図
書館は、学芸学部分館（旧福井師範学校男子部図書館）、学芸学部分教場分館（旧福井師範学校女
子部図書館および旧福井青年師範学校図書館）、工学部分館（旧福井工業専門学校図書館）の３分
館体制で出発した。１９５１（昭和２６）年４月１日、文部省の図書館機構改革案に基づき工学部分館を
本館に、学芸学部分教場分館は学芸学部分館に統合し図書館業務の集中化を図った。
１９５２（昭和２７）年秋には学芸学部の移転により学芸学部分館を本館に統合し、この統合により
学芸学部分館と工学部分館は、同年１０月１６日に廃止され附属図書館として一本化された。この
“図書館草創期（１９４９～１９６５年）”は、戦災、震災の後であり、その後も水害などの被害があり、
復興に向けての建物の整備や図書館資料、組織充実にあてられた時期であった。その中で図書館
へ利用者の目を向けさせる活動として、特に力を入れていたのがレコードコンサートであった。
図書館で展示会が最初に開催されたのは、１９５９（昭和３４）年５月３０日から６月７日までの開学
１０周年記念大学祭の際であった。それは「郷土誌展」として、明治以前の写本類約８０点、山川登
美子関係資料約２０点、杉田定一家古文書約２０点、福井県史・郡・町・村史および人物誌等約５０
点が出展された、と記述されている。
その後“新図書館建設とサービス拡充期（１９６６～１９７４年）”として、１９６６（昭和４１）年３月１８日
に新図書館が竣工した。従来は閲覧室を読書会、レコードコンサート、映画会などに開放してい
たが、新図書館には集会室が設けられたので、この部屋を利用して種々の催し物を開催した。し
かし新図書館は５年を経ずして書庫が飽和状態になり、１９７１（昭和４６）年３月２５日第１期増築部
分が竣工した。この頃になると、図書や雑誌だけでなく視聴覚資料を利用に供することが重要視
され、語学学習コーナーを設けたなど、利用者へのサービスに目が向けられてきた時期である。
１９８２（昭和５７）年３月１６日に第２期増築工事が竣工し集密書架が設置された。
図書館でのコンピュータ化の始まりは、“図書館業務の機械化・電算化期（１９７５～１９９１年）”で
ある。附属図書館が、利用者のために提供してきた電子情報サービスは、蔵書検索システムが最
初である。全国の国立大学附属図書館の中で４番目という早さで、１９７５（昭和５０）年１月にミニ
コンが導入されたのが始まりで、その後ネットワークの普及とともに、どこからでも検索できる
ようになったのである。
ついで“情報化・電子図書館期（１９９２年～）”になると、利用者や図書館の業務のためにコンピ
ュータがますます活用されてくる。２００２（平成１４）年度からは電子図書館的機能の整備・充実た
めに電子ジャーナルの本格導入が始まり、また、翌年度には小島家文書の目録・原資料を電子化
しデータベース構築を行って学内外に公開した。これについては、『福井大学工学部研究報告』５１
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巻２号で「図書館における史料のデータベース化とインターネットによる公開の試み」として詳
しく紹介している（田中他 ２００２）。現在は、ホームページの電子図書館で「小島家文書」や「山
川登美子資料」などの貴重な画像が見られ、今後も順次追加する予定である。
このように原資料を扱う図書館という観点からみて、貴重資料のホームページでの公開や研究
成果を発表するリポジトリ等々、従来の図書館では考えられない急激な情報化の進展であった。
２．展示ホールを設けるまで
１９８２（昭和５７）年３月、第２期増築工事が竣工し集密書架が設置され、書架のスペースは確保
されたが、１９９６（平成８）年９月にだされた『福井大学附属図書館将来構想 第１次報告書』では、
早くも「書庫の狭隘化が問題になり、設備の老朽化に伴う弊害が随所にでて・・・」の文言がみ
られる。
その後、書庫の狭隘化がますます深刻になる中で、２００２（平成１４）年２月『施設整備委員会長
期計画検討委員会に対するメディアコモン計画についての答申』において、文京キャンパスの中
央付近に、学生サービスを中心としたメディアプラザゾーン（仮称）を創出する。メディアプラ
ザゾーンの中核施設として、メディアコモンを建設する。メディアコモンを中心として、「総合情
報処理センター機能、図書館機能、教務・学生センター機能・・・」を有機的に結びつける。機
能計画の中では、図書館のサービス機能を強化するために「貴重な歴史資料などはメディアコモ
ン内に展示スペースを設け展示することなどを計画する。」としている。しかし、この答申による
計画は実現しなかった。２００３（平成１５）年１０月には、福井大学と福井医科大学との統合により附
属図書館は、総合図書館と医学図書館の２館体制となった。
翌、２００４（平成１６）年４月の法人化前後にも新築・増築を計画し、再三にわたる文部科学省へ
の予算要求をしたが実現しなかった。同年１０月の新潟県中越地震を機に、各地で公共施設の耐震
化が問題となり始めたため、耐震改修を目的に２００６（平成１８）年度から再度計画を見直しした。
そして、２００７（平成１９）年５月に「福井大学総合図書館再生構想―ゆめ・図書館の実現」を作成
し、具体的に文部科学省に予算の要求を開始した結果、２００７年度の補正予算で耐震改修および増
築が認められ、翌年度から本格的に設計・建築が開始された。その結果、ようやく２００９（平成２１）
年６月に「集う図書館・次世代図書館・継承する図書館」として、新しい機能を備えて総合図書
館がリニューアルオープンした。
そのキャッチコピーの実現の一翼は、新たに設置された「展示ホール」に関連資料を広く一般
公開することも目的の一つとして計画されていたのである。「継承する図書館の継承する資料」を
どのように公開すべきかを考えると、電子図書館としてホームページで公開することも重要であ
るが、原資料を展示し一般に公開することも重要なことである。旧図書館では、カウンター前の
スペースを利用してのミニミニ展示であったため、展示ホールを設けることは図書館職員の悲願
でもあったのである。
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３．展示ワーキンググループの立ち上げ
２００８（平成２０）年９月上旬、新図書館のオープン記念イベントを決定する過程において、所蔵
資料の紹介を展示することを決定した。しかし、展示内容を郷土関係資料にするのか、貴重資料
にするのかが問題になったが、今回は地域のことを地域の方々に知ってもらうことを目的にし、
「山川登美子」関係の展示をすることにした。
展示・企画にあたり館内には展示の担当者がいないため、展示担当グループを立ち上げた。そ
のメンバーは附属図書館（総合図書館と医学図書館）の企画展示との考え方から、総合図書館、
医学図書館の職員で係の枠を越え、総合図書館職員３名（常勤１・非常勤２）、医学図書館１名（常
勤１）の合計４人。１０月３日、いまだ改築の始まらない状況、展示ホールのイメージも全く見え
てこないなかで第１回の打合せを行った。開催時期は新図書館の開館にあわせて、翌年５月頃を
目途とする。場所は展示ホール。所蔵する登美子直筆の原資料を展示。登美子生家の「終焉の間」
や記念館の模型、年譜や肖像画を作成する、などの骨格を決定した。検討事項は、ポスターやチ
ラシのデザインは業者委託化か自分たちで作成するのか、講演会を開催するのか、その講師はど
うするか、問題は山積みであった。
この打合せの結果、このグループは、展示に関しては全くの素人集団であり、展示のディスプ
レーに関しても不安であった。このため博物館学を専門とする教育地域科学部の宇野文男教授に
アドバイスをお願いするように決まった。そして１０月２０日に宇野教授を迎え、第２回打合せを
行なったのである。教授からは、「全体費用の積算、展示までのスケジュールを作成する必要があ
る」とのアドバイスをいただいた。また、展示ホールのスペースについては、設計図を見ながら
場所の変更、フロアの変更、鍵のかかる固定の展示ケースを設置する等々の意見があり、後日環
境整備課と打合せを行うこととした。
これらのことを踏まえ、１１月２０日に「福井大学総合図書館リニューアル記念山川登美子展に係
る展示ワーキンググループ」（表５ 関係者一覧を参照）を正式に設置し、チーフに宇野教授を、
主査に田中として本格的に展示の準備に着手した。
４．山川登美子資料の入手経緯
つぎに、今回の展示の中核となった総合図書館所蔵の山川登美子関係資料についての入手に関
して、いままであまり明らかにされていなかったのでこの機会に触れておきたい。資料の入手経
緯は、当時の学芸学部助手の坂本政親（国文学専攻）が、自著『山川登美子集』の中「あとがき」
で次のように述べている（坂本 １９６１）。
「山川登美子に関する小文を一地方紙に執筆したのが機縁となって、それまで一面識もなかった故山川
亮蔵氏（登美子の末弟、ペンネームは山川亮、または鳳逸平、『種蒔く人』の同人）から、全く思いが
けない御手紙を貰ったのは、たしか昭和二十五年十一月のもとだったと思う。それから数次にわたる書
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翰の往復があった後、同氏が所蔵される登美子の遺稿ならびに遺品の全部を、筆者の勤務する福井大学
の国文学研究室に寄贈して下さることになった。・・・現品が送られてきたのは暫らく後のこと・・・。」
以上のような経過で本学に関係資料が所蔵されることとなった。図書台帳の受入には、「昭和
２６年９月２６日 茨城 山川亮」となっている（表１ 山川登美子関係寄贈リスト１）参照）。
これらの資料の内、特に小、中、大ノートは病床の下に入れ登美子が死ぬまで大切にしていた
と言われている。病気療養中の日常の事、心の動き等のエッセイや生前未発表の歌が多く含まれ
ていた。それらの内容には詠草のほか「小ノート」には、ぞっとするもの、きらいなもの等の記
載もある。「中ノート」には、「これは吾渇仰する人」として女学生の顔と旅装の僧の後姿の絵が
描かれている。この姿の僧は、与謝野鉄幹その人であろうといわれている２）。「大ノート」大部分
は鉛筆で書いてあるが、父親の死の時には「お父様！お父様！千度万たびよびまつるも、み声は
天にはるかなるべし」とこの部分だけは筆で書かれている。
このような資料は、土田数雄が『日輪』第５号（日輪の会、１９５１）の誌上に一部を紹介、坂本
政親が同氏編著『山川登美子集』（福井大学国語国文学会、１９６１）、『山川登美子全集』上、下（光
彩社、１９７２－１９７３）、再版『山川登美子全集』上、下（文泉堂出版、１９９４）で、杉原丈夫が同氏編
『山川登美子遺稿』（北荘文庫、１９６２）などで紹介されている。
生前に発表された『明星』や、『恋衣』等の歌や死後にまとめられた『現代短歌全集１７山川登
美子全集』（改造社、１９２９）で山川登美子の短歌は知られているが、本学に寄贈された資料により
登美子の生前未発表の短歌や人柄、生涯を研究することができるようになった貴重な資料である。
そして、これらをもとに津村節子著『白百合の崖』（新潮社、１９８３）、 杉原丈夫著『紅い花』（日
本海作家、１９６１）等の小説が書かれている。
写真１９ 寄せ書き扇の表裏（寄贈リストNo．１） 写真２０ 和歌組題四百弐拾八首の部分（寄贈リストNo．９）
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表１ 山川登美子関係寄贈リスト
宇野・田中：大学図書館における展示開発・その実践研究 ８７
第二章 展示の企画・構想
１．福井復興博覧会の跡地
１９５２（昭和２７）年４月に福井大空襲の戦災や福井地震からの復興を願い「福井復興博覧会」が
福井市内で開催された。その第一会場であった跡地が現在の福井大学文京キャンパスとなり、ま
た第二会場の足羽山には、博覧会にあわせ建築がはじまった福井市立郷土博物館（現・福井市自
然史博物館）が７月に開館、それを契機に翌年郷土歴史館（その後の福井市立郷土歴史博物館、
２００４年に養浩館庭園の西側に新築移転オープン）が開館した。１９５１（昭和２６）年に「博物館法」
が制定されてまもなくの福井での博物館の誕生であった。
『福井大学５０年史』から附属図書館の歴史を抜粋してみると、１９６６（昭和４１）年に新たに図書
館が新築（鉄筋コンクリート造３階建、延面積２，０９８㎡）され、これが現在の図書館の基礎とな
っている。その後５年も経ずして書庫が飽和状態になり第一期増築（延１，０１０㎡）が１９７１（昭和
４６）年、さらに第二期増築（延１，１４２㎡）工事が１９８２（昭和５７）年に行われている。大型コレク
ションの収集、コンピュータ化による図書館業務の変化や多様化する業務の拡大にともなって、
施設整備も個々に対応されてきたが、施設面からの抜本的な図書館の改革には至らなかった。
前章でも触れたようにそのような変遷を経て、ようやく改修工事が行われることになり、今回
の「展示ホール」が盛り込まれたのである。
２．展示の構想
１）建築上の問題
今回、図書館サイドの展示計画に関して相談を受けたのが２００８年１０月中旬であった。どのよう
な展示を構想するのか、全体の準備スケジュールやどの程度の規模、経費を投入するのかを早急
にまとめることを指摘したが、そのまえに２つの建築上の問題点を解決する必要があった。
まず最初に改修工事の図面をみると「展示ホール」の設けられる場所が十分に吟味されていな
いように思えた。展示の経験から考えると展示スペースとしてのモノの流れ、人の動線（管理及
び観覧）を十分に配慮しているように思えず、書籍の閲覧・貸し出しを中心とした業務に関わっ
ている、いわゆる図書館屋さんの感覚か、とも思えた。すでに工事が進むなか大幅な変更は無理
なので、来館者の動線を考慮しながら、映像のマルチメディアコーナーとのスペース割りを再調
整した。さらに館外からの借用する資料を陳列する場合のことは考慮されていなかったので、そ
れに対処するため郷土資料室の入り口に、２つの固定展示ケースを確保することなど、図面の変
更手続きをしてもらった。さらに移動式の展示壁、照明、つり下げレールなど建築構造にともな
う設備など、施設担当者と図書館スタッフとの間での調整をはかった。
モノを展示し、そのスペースを運営することは何なのか、より具体的イメージがないと机上の
構想にとどまることがあるので、改修計画の図面を引く段階にもっと早く相談を受けていたらと
福井大学教育地域科学部紀要 Ⅲ（社会科学），６５，２００９８８
悔やまれたが、なんとか工事にかかるぎりぎりの段階での建築修正で、展示施設として最低限の
対処はできたと思っている。
二つめに展示に関わる什器、つまり、パネルやつり金具、照明器具、温湿度計、照度計・・・
など、さまざまな展示関連品を選定することであった。とはいっても、具体的な展示のイメージ
が明確化されていない状況で、これも最小限の初度設備として対処しておくことが必要であり、
短期間の内に選定せざるをえなかった。
２）展示の企画
ようやく山川登美子の展示構想に取りかかることになったのは、年末近くであった。図書館に
収蔵されている山川登美子関連の資料については、授業の一環でたびたび見て確認していたし、
寄せ書きの扇子は何度も学外にも貸し出しした実績もあり、またタイミングよく小浜市にある山
川登美子の生家が「山川登美子記念館」として２００７年４月に開館していたので、なんとなく展覧
会の企画はいけそうだとの予感があった。
そこで、大学図書館での展示を企画するにあたり、①大学所蔵資料の公開、②郷土をキーワー
ドに、③参加型の要素、以上の３つのポイントを重視することを提案した。そしてそのコンセプ
トとして、登美子が生きていた空間をイメージできるよう考えながら、「郷土の歌人 山川登美子
展」を展示のタイトルに決め、編成されたワーキングで取り組むことになったのである。
展覧会では、よく展示の目玉や主要な展示資料はなんですか、と聞かれることが多々あり、そ
のため、一部再現展示を行うことを考えた。一つは現在、山川登美子記念館となっている生家の
「山川家の門」を再現して展示の入口とし、展示場内が山川家をめぐる回廊に見立て、時計回り
に登美子の年譜や系図のほか、足跡を年代順に紹介することにした。二つ目の再現展示は、登美
子が亡くなった生家の終焉の間と病床から見たであろう庭を写真撮影し、会場の突き当たりにほ
ぼ実寸大のタペストリーで飾り、そのよこに記念館（生家）の模型を配置することにした。
また初めて鉄幹らと催した歌会を記念する署名入り扇や、日常の断片あるいは習作などを書き
留めたノート類などの所蔵資料は、ガラスケース３台分に陳列。さらに２つの固定展示ケースの
一つは、明治の交通不便な時代に登美子が大阪、京都、東京と往来した足跡をパネル化し、あわ
せて山川登美子記念館所蔵の革鞄と櫛、かんざしを展示、もう一つには登美子の歌が載っている
『明星』の復刻版を展示する、というプランに落ち着いた。
展示は手段であって目的ではない。単にモノを陳列し、山川登美子の生涯をパネル化して並べ、
映像をモニターで上映することが展示ではない。いかに企画者の意図を伝えるか。従来、山川登
美子といえば、３０年足らずの短い生涯の内に、数多の短歌を詠んだ明治浪漫主義を代表する薄幸
の歌人（悲恋、闘病生活等々）、という悲しいイメージを持たれがちであった。
今回の展示では、明治という激動の時代を、独特の歴史と文化を持つ若狭の中心地、小浜の格
式高い武家出身の登美子の短い生涯ながらも、「自我独創の詩」を生み出すことに苦しみ、そして
宇野・田中：大学図書館における展示開発・その実践研究 ８９
楽しんだ、歌人としての側面を浮かび上がらせることを意図した。若くして亡くなった情熱の歌
人、その情熱をどう表現するか。いろいろ考えたあげく、生前未公開の約１，２００首の短歌を短冊
に書き写し、短い生涯のあいだに数多く詠んだ短歌を圧倒的な量でみせて、そのすごさを見せつ
けようと考えた。一足早い七夕のつもりでそれらの短冊を天井から吊す作戦。照明によってその
こころの影がゆれるさまもあわせ、情熱の歌人を表現しようと目論んだ。
また『恋衣』のなかの登美子の歌１３１首は、素人ではなく専門家に短歌を揮毫してもらうこと
にし、以上のような展示の基本的な構想と手法を用いて、いよいよ作業に取りかかることにした。
３．具体的な展示作業
資料の借用と協力依頼は事前の交渉が重要である。山川登美子記念館とそれを所轄する小浜市
教育委員会に協力依頼と資料借用交渉からスタートすることにし、図書館スタッフと小浜に出向
き、図書館員に対する博物館実習に取りかかったのである。
そして準備の第１段階は、１，２００首の短歌を短冊一枚の表と裏に計２首ずつ書き写す作業であっ
た。１月後半から私が担当する「博物館入門」「博物館資料論」「博物館実習」などの受講生を巻き
込み、さらに職員も含め約８０名の協力をえた。最初の頃学生の書いた短冊をみて、あまり上手で
はない文字もあり、それを展示していいのか心配になった。しかし単にきれいな文字を要求する
のだったら、最近ではパソコンで毛筆書体を印字することも可能であり、展示に参加させること
に重きを置くことにし、なぜそのような歌を詠んだかその時の心情を読みとりながら、短冊を作
成させるようにした。６００枚の短冊になった短歌をどのように吊すか。試行錯誤の末、手作りする
ことにして煤竹と竹をホームセンターで買い込み、碁盤の目のように組み、その編み目の１００カ
所に２枚の短冊を上下に吊り下げて、それを３セット作成した。それらを人目につくように展示
ホールの天井からワイヤーでつり下げた。
いっぽう、『恋衣』の登美子の歌１３１首は、「越前和紙を愛する会」からご提供いただいた伝統
的技法による越前和紙の短冊に、法水光雄教授と書道部の協力をえて短歌を揮毫していただき、
それをふすま紙（越前和紙）に貼りつけた。このように今立の伝統産業である和紙と参加型の手
法との融合により、一つの展示作品として完成したのである。さらに、山川家の居室と庭の再現
展示のよこのスペースには、かつて山川家の実測調査に関わった工学部の高嶋猛講師の協力をえ
て、建築建設専攻の学生の手作りによる五〇分の一の山川登美子記念館（生家）の模型を配置す
ることができた。
写真や解説パネル等は基本的には「山川登美子記念館」のデータをもとに越野格教授の校閲に
よる加筆修正を行い、図書館内部でパネル化したが、大きな年表、足跡などは、山川家の門の再
現展示、原寸大の写真の撮影・製作などとともに専門の展示業者に依頼した。
本格的な展示準備は、５月の中旬から断続的に授業や図書館業務の合間を縫っての２週間で、
パネルの作成、資料の借用、前述の短冊の吊り下げ準備、会場の設営等を行い、山川家の門や居
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室の再現展示、大型パネルの設置など展示業者による作業は、２５、２６日の２日間で実施。さらに
照明の調整を行い、２８日のリニューアルオープン式典の前日にはすべての展示作業は完了した。
参加型といえば来館者にも協力をお願いし、アンケート用紙に今回の展示へのメッセージを記
入してもらい、了解を得た分は張り出すことにし、日増しにそのメッセージボードが埋め尽くさ
れていく進化する展示手法を取り入れた（写真１１）。開幕後、来館者の多くは立ち止まってメッ
セージを読んでいる光景が見られた。
このように当初企画段階で考えた①大学所蔵資料の公開、②郷土、③参加型の３つの要素は、
展示の随所に取り入れることができた。旧図書館でのミニ展示とちがい、本格的な展示に取り組
んだ図書館スタッフは、開館準備の業務を抱えながら試行錯誤であったが、展示準備の合間を縫
って、広報用のポスター・チ
ラシの内容、図書館の建物へ
の横断幕、会場で配布するパ
ンフレット等々、期限に追い
かけられる多くの作業の検討
と作成などを押しつけざるを
えなかった。しかしながら一
般公開するための条件として
最低限のハードルを越えさせ
る必要があり、図書館スタッ
フには質の高い要求によく応
えていただいたと思っている。
写真２１ 展示ホールでの展示資料配置図
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第三章 広報活動と展示の運営
１．広報活動
従来の図書館の広報は、学内や県内の図書館等への情報提供が主流であった。特に展示につい
ては、ミニスペースの展示でもあり、一部の地方紙が取り上げてくれる時もあったが、図書館外
への広報はほとんど行われてこなかった。
今回は宇野教授のアドバイスもあり、学内の広報関係部署とも緊密に連絡を取り合いながら「大
学の展示」として広報活動を行うことにした。しかしながらこの広報をするためには、展示名称
や開催期間・時間等さまざまな事項を事前に決めておく必要があった。図書館運営委員会や館内
等で話し合い、リニューアルオープンとして図書館の正式開館は６月１日からとし、その式典を５
月２８日に挙行、展示会は人が集まる大学祭とあわせ５月２９日を初日とし、記念講演会は５月３０
日と決定した。このため、２月頃から広報を行なう必要があった。
まず手始めに、２月末には、短歌雑誌『柊』に展示開催の原稿を送り、その後は総務部総務課広
報係、社会連携係と連携しながらポスタ １ー００枚とチラシ７，０００枚を作成し、一部県外を含む地方
誌、報道機関、各施設、同窓会等々に広報活動を行った。報道機関には４月初めに展示予告を出
し、５月の展示直前には、図書館職員と総務課職員がテレビに出演した。その甲斐あって５月２９
日の展示初日にはメディアを通じてニュースやイベント情報に、会期途中にもニュースや新聞の
コラムにも取り上げられ多くの反響があった。また３０日の講演会「山川登美子の詩－現代語訳を
試みて」（越野格教授）には、学生、教職員、地域住民など約１２０名が来場し、遠くは東京、大阪
等からの来場者もあり会場を埋め尽くすほどの盛況ぶりであった。地域貢献で「知ってもらい、
見てもらう」ということが、マスメディアの力を認識し活用することでの広報活動の意義を改め
て考える良い機会であった。
［新聞記事］
４月２８日 中日新聞「来月末から記念展―福井大総合図書館 ６月新装オープン」
５月８日 県民福井「新設ホールで展示会―福井大総合図書館オープン控え２９日から山川登美子特集」
５月２１日 福井新聞「展示ホールを新設 新福井大図書館―資料公開 第１弾は山川登美子」
５月２９日 県民福井「総合図書館 知の拠点に―福井大で完成記念式典」
５月２９日 福井新聞「きょうから山川登美子展―人が集う図書館に 福井大・文京 リニューアル記念式典」
５月２９日 朝日新聞「ラウンジも新設、図書館リニューアル―福井大が来月から
あす記念講演会」
５月２９日 読売新聞「福井大 総合図書館 改修終え開館へ―きょうから山川登美子特別展」
５月２９日 毎日新聞「改修完了を祝う―福井大総合図書館来月１日に開館」
５月２９日 時事通信「「開かれた総合図書館」がリニューアルオープン＝福井大学」
５月３０日 中日新聞「福井大図書館リニューアル―日、祝日も市民に開放 展示室やラウンジ新設」
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５月３０日 県民福井「山川登美子の生涯紹介―福井大総合図書館リニューアル
未発表歌や直筆ノート」
６月３日 朝日新聞「明治の歌壇を刷新 山川登美子の足跡―小浜出身、福井大で企画展」
６月１０日 福井新聞 コラム面「越山若水」に掲載
６月１０日 福井新聞「情熱秘める「白百合」―小浜の歌人・山川登美子 没後１００年３０年の生涯追う」
［Ｗｅｂ掲載］
毎日新聞 毎日 jp
中日新聞 CHUNICHI Web
読売新聞 YOMIURI ONLINE
［テレビ出演］
５月２５日 福井テレビ「おかえりなさ～い」
５月２７日 福井放送「おじゃまっテレ」
２．展示会場の運営
このようにして広報を展開し、報道されるごとに問い合わせの電話が殺到し係員はうれしい悲
鳴を上げた。しかしながら展示運営については新図書館の竣工後、次のような問題点があった。
新図書館の入退館はカード式システムであり、登録していない利用者はカードがないため入館ゲ
ートを入ることが出来ず、カウンターで一人一人開錠しなくてはいけない。特に来場者は、土・
日曜日に多いことが想定されたが、両日の開館時間は午後のみである。展示ホールと視聴覚資料
等が利用できるマルチメディアコーナーとは同じ出入り口なので、マルチメディアコーナーを利
用する利用者をどうするか。工事完成後の湿気が多いのをどうするか。といった建築・設備面の
問題点や山川登美子記念館から借用した資料の管理をどうするのか、会場での展示説明をどうす
るのか、等々を開幕前に解決しておくべき課題があった。
これらのことに対処するため、土・日曜日は図書館職員で勤務体制を組み常時３人体制（展示
ワーキングのメンバー１人入る）で対応する。展示ホールは、午前９時から午後５時とし出入り
口を施錠する。マルチメディアコーナーの使用は展示開場時間内とする。そして展示説明は展示
ワーキングのメンバーが担当することで解決した。しかしながら、一番の問題点は湿気であった。
３月に竣工し、期間をあけないまま３月には引越しが始まり、湿度の高い状態が続いた。展示が始
まっても湿度が高く、除湿機を３台まわしながら運営に当たるざるをえなかった。
会期中は来場者と展示のコンセプトを話しながら、新たな事を教えてもらい、会場での説明も
日々進化したように思う。図書の貸し出しを中心とした以前の図書館の来館者との対応と違い、
これらの来場者への対応も図書館職員のスキルアップになるのではないか、と考える。
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第四章 それぞれの立場での検証と考察
１．来館者の評価と検証
５月２９日から６月１８日までの展示会期中の入場者は公式的には１，２２８名となっているが、パン
フレットの在庫での入場者数カウントのため、授業や高校生の大学体験などはカウントされてい
ないため、おそらく１，５００名は超えているのではないかと考えられる。
アンケートに協力していただいた方は６２８名。ただし、１７２名は感想文のみで、統計資料として
判明できたのは、４５６名分であった。男女年代別は表２、男女職業別は表３にとりまとめた。
表２ 男女年代別集計 表３ 男女職業別集計
表４ 住所別集計
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来館者を地域別で見てみると、当然のことではあるが福井市が圧倒的に多く、ついで坂井市、
江市、越前市、小浜市の順で、県外では大阪、富山を筆頭に遠くは山形、鹿児島の１６都府県に
およんだ。年代では６０代以上の女性がトップを占め、登美子ファンと思われる方や、かつて坂本
政親氏の授業を受講した方も数多くおられた。どのように今回の展示を知ったか（重複回答）の
質問は、一番多かったのは「図書館へ来たら開催していた」で、県外２２名を含む１８１名、ついで
「新聞」１４６名、「友人・知人に聞いた」１１２名、「ＴＶ・ラジオ」９０名、「ポスター・チラシ」８６名、
「インターネット」１２名で、そのほか授業、大学祭、仕事の関係等の回答もあった。
以下、アンケートに記載された感想のなかから、大学図書館の役割、展示に関しての主なコメ
ントをいくつか紹介しておく。
［大学図書館の役割］
・大学の図書館でこういった催しをやっているなんてびっくりでした。これからも機会があったら来たいで
す。（女，１０代，学生，福井市）
・福井大学総合図書館リニューアルに際しての記念展示として、貴学の初めての試みと聞いていましたが、
非常に実のある取り組みだと思います。今後も定期的に福井に関する展示等を行なっていただきたいと思
っております。（男，２０代，学生，京都市）
・大学の資料は普段見る機会がないので時々こうした形で展示してほしい。（男，４０代，小浜市）
・文化的な企画で大変素晴らしい。継続的に新企画を続ければ、一般社会と福井大学との身近なきずな作り
として大いに役立つものを期待します。（男，５０代，福井市）
・大学での研究内容が今後も公開され、市民の学習意欲の向上につながればと思います。（女，５０代，一般，福
井市）
・図書館が所蔵品を公開するのをかねて、こういう展示をするというのはすばらしいことだと思う。大学図
書館を身近に感じられることと、説明や展示方法に他とは違うものが感じられるからである。（男，６０代
以上，一般，福井市）
・時々展示会を企画することも大学図書館の役割だと考えます。（男，６０代以上，一般，江市）
・郷土の作家（に限らず）の遺品を大切に保管し、時々展示会を企画することも大学図書館の役割だと考え
ます。（男，６０代以上，一般，江市）
・大学が市民の近くなった感があり、図書館の役割の大切さを実感した素晴らしい企画を今後も期待してい
ます。（男，６０代以上，県外）
［展示］
・語り継がれていて幸せ。（女，１０代，小学生，江市）
・偉人である山川登美子さん本人の会えたような筆跡や遺品などが拝見できてとてもよかったと思います。
（男，１０代，学生，永平寺町）
・展示が登美子の年譜にはじまって、年齢ですすんでいき、写真付きでとてもわかりやすかったです。（女，１０
代，学生，坂井市）
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・学生や教授が関係しているところがよい。（女，２０代，一般，富山）
・色々な人々が携わってできた展示に心があたたまりました。（女，２０代，学生，江市）
・展示物や説明文の掲示体系も分かりやすく、見やすかったです。益々福井の地に興味がわきました。（男，２０
代，学生，岡山県）
・山川さんのことはもちろん時代の背景なども知ることができました。（女，２０代，学生，坂井市）
・山川登美子って、鉄幹を争った人だよという言葉しか知りませんでした。短絡的な思考をする感情的な女
性をイメージしていました。今回の展示で、とても高潔で、清廉な賢女というイメージになりました。生
家や生立ち、与謝野晶子との関係などがわかりやすく書いてありました。このような展示をまた企画・広
報してほしいです。（女，３０代，一般，大野市）
・山川登美子さんの事は興味がありましたが、詳しくは知りませんでした。悲しいイメージがありました。
今回見せていただきそんなに不幸ではなかったと知りました。記念館にも行ってみたいと思います。この
ような企画をまたお願いします。（女，４０代，一般，福井市）
・パネルの説明等が分かりやすい文章で読みやすく理解しやすかった。より一層山川登美子に関心が持てた。
展示ホールの展開が良く、ていねいに会場を作られていることが伝わって来た。登美子の歌に気にいった
ものがたくさんみつかったので、来場して良かった。（女，４０代，一般，福井市）
・静かな情熱が伝わってきました。こころがゆれました。（女，５０代，一般，福井市）
・郷土の文学を県民が深く触れるこんな機会が今後ありますように。充実した新しい展示方法の価値ある展
示品が由緒ある貴重な所蔵品を生かす方向で保存され、立派だと思いました。（女，６０代，一般，福井市）
・本もたくさんありましたので、これから読みたいと思いました。（女，６０代以上，福井市）
・福井に住んでいながら、県人の登美子の事を誤解していました（鉄幹と晶子と三角関係で破れた悲劇の人
だと・・・）。充実した人生を送った先進的な女性だったことがわかり、すてきな展示でした。（女，６０代
以上，一般，福井市）
・展示方法がすばらしく思わずひきつけられた。記念館の門、終焉の間、庭などタイムスリップした。さす
が福井大学と敬意を表したい。説明も親切でよかった。（女，６０代以上，福井市）
・今回別な角度からの本、与謝野光著の登美子の廻りの人の事を記した本を見つけ、次回でもお借りして読
んでみようと思います。かなり知らない歌などあり、とても良かったです。展示会閉館後も図書館利用で、
色々読み理解したいと思います。（女，６０代以上，一般，福井市）
［その他］
・故事来歴について説明までしていただき、とても楽しめました。（男，３０代，一般，福井市内）
・図書館の方から詳しくご説明していただいて良かったです（エピソードなど・・・）。（女，４０代，一般，越
前市）
・休日にもかかわらず図書館職員がていねいに対応してくださり深謝します。（男，５０代，一般，福井市）
・ゆきとどいた説明をしていただき郷土の歌人への理解を深めることが出来た。（女，６０代以上，福井市）
・説明のおかげで一層よく理解できました。（女，６０代以上，福井市）
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２．図書館職員としての立場から
１）図書館展示の役割
現在は、図書館で資料を探さなくても、また出かけなくても、コンピュータであらゆる情報が
検索できる。あたかも色々なことを自分自身が実際に見ているようにバーチャルで体験できる。
大学図書館でも普段一般には見られないような貴重な資料が、電子図書館として実際にページを
めくるように見られる。そういう時代になぜ大学図書館で展示なのか、今回「郷土の歌人 山川登
美子展」を開催したことで、改めて図書館における展示の役割について考察してみる。
国立大学法人８６校のホームページを見ると、７６校の大学では図書館の展示ホールやコーナーあ
るいは閲覧室の一部で、図書館の枠を超えた様々な企画展示を大なり小なり開催している。
例えば、富山大学附属図書館では、２００８年１１月２４日から２００９年１月２３日まで小泉八雲の
蔵書「ヘルン文庫」の一部を、千代田区立千代田図書館で公開した。名古屋大学附属図書館では、
２００９年５月１１日から６月５日まで、２００９年春季特別展「旗本高木家主従の近世と近代―高木家文
書と小寺家文書－」を、名古屋大学中央図書館と附属図書館研究開発室で主催、愛知県、岐阜県、
三重県、名古屋市の各教育委員会の後援で、大学と地域とのコラボレーションで展示を行なって
いる。
本学図書館では、一般書に関する書誌的データは、すべて入力されて検索でき、自由に閲覧す
ることができる。しかし、図書館資料のうち、和装本や文書関係等の特殊資料は特にその保存に
重きをおいた扱いをしてきた。しかし現在は、所蔵する資料をもっと公開する機会を増やすべき
だとの考えになってきている。
先人たちが収集・保存してきた貴重な資料は所蔵目録も一部のみで、資料室、書庫等に入り、
探さなければ何が所蔵されているのか分からない状態ある。図書館職員ですら知らない資料が眠
っていることが多くある。これらの資料を今後広く「総合的教養の場」として公開することが図
書館の役割であると考えられる。
そしてこのためには、図書館員の世代交代が進む中で、図書館職員の自己啓発をする上でも「図
書館の図書館職員による展示」が必要と考える。しかしながら図書館職員は展示会をすることが
本務でなく通常の図書館業務をしながらの作業であるため、専門的な研究や十分な調査期間はほ
とんどとれない状態であるが、展示として求められるのは大学図書館として学術的なものである。
幸いなことに大学はあらゆる学問分野の専門家集団で成り立っている。
例えば、まず図書館職員はどのような資料があるのか所蔵資料を知る。研究者に資料を提供す
る。研究者はこの資料を利用し研究をする。これらの発表の場として展示を企画する。研究者は
研究成果を、図書館はその資料を一般公開し所蔵を知ってもらう。より多くの人に知ってもらう
ことになるため、それぞれの立場で地域に貢献でき、広報活動も広げることができると考えられ
る。研究者と図書館のコラボレーションができることが、大学図書館における展示のよりよいあ
り方ではないかと考える。図書館展示の意義は、「資料の活用を促進するための啓蒙活動であり、
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図書館あるいは大学の存在意義を示す積極的な広報活動である」（米澤 ２００５）と同時に図書館の
展示は「図書館で収集した資料や地域の資料が活かされるような展示を企画」３）をしなければなら
ない。本年度の本学監事による監査報告でも「文化発信機能を強めることができれば、福井大学
が地域により開かれた大学としての存在感も高まるに違いない。」４）とコメントされている。
２）図書館職員としての展示の考え方
図書館職員として展示を企画・立案するということは、大切にしまってある資料をただ見せる
という事ではなく、図書館資料の活用まで結びつける事が必要と考える。また、貴重な資料は比
較的地味なものではあるが、多くの人々に見ていただき興味を持ってもらうことが必要である。
まず、図書館職員は、先人たちの歴史・文化遺産、そして収集・保存してきた資料に対して誇
りをもってもらいたい、と思う。地域住民に対しては、積極的な広報活動を行うことにより、図
書館に足を運んで貴重な資料を直接自分の目で見て確かめ、知識欲を満足させてより多くのこと
を知ってもらいたい。
そのためには、展示資料の体系的な分類と選択が必要である。どのような資料を所蔵している
のかを自分たちが知る必要がある。資料の説明責任もある。関連する資料は何があるか。これに
は日常の調査が欠かせないものであり、図書館職員として培われてきた資料の収集・調査のノウ
ハウを活かし資料に興味を持つ必要がある。知ってもらうには自分が知らなければならない。そ
の上で、展示の企画立案をすべきである。
次のようなコメントがある。「ふだん目にすることのないさまざまな資料の実物を見るという経
験が、人々の心をいかに捉えるかということは、われわれの予想をはるかに超えている」（松下
２００３）。なまの資料を見てもらうことの必要性は、上記の言葉で言い表されていると思う。この資
料から「展示から啓蒙された利用者が、各自なりの学習・研究に向かうような展示内容が望まし
い」（米澤 ２００５）。このためには、展示全体は、資料の多少に関わらず正確でシンプル分かり易く
かつ明解なものにしなければならない。展示キャプションしかりである。ここで研究機関として
の大学としての立場からも、先に提言した研究者とのコラボレーションを必要と考えている。様々
な人とのかかわりがよりよい展示につながると確信する。また図書館職員の資質向上にもつなが
る。これらのことは生涯学習や地域貢献にも役に立つと思われ、大学評価にもかかわってくると
思う。図書館職員も大学という小さな世界から大きな世界へと目を向ける機会ととらえることが
できるのではないか、と考えられる。
３．博物館学の立場から
１）図書館展示の意義
「図書館における展示会」等に関する論考は、参考文献にあげたようにすでにいくつか発表さ
れている。その一つである早稲田大学図書館の松下眞也氏は、『早稲田大学図書館紀要』第４３号
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と５０号で大学図書館における展示会は、①メモリアル・セレモニーとしての展覧会、②教育・研
究目的とした展示会の展覧会、③図書館の広報・利用者教育としての展覧会、④エンターテイメ
ントとしての展覧会の４パターンに分類できるとしている（松下 １９９６；２００３）。
また当時東北大学附属図書館に在職していた米澤誠氏は、「広報としての図書館展示の意義と効
果的な実践方法」で図書館展示の意義として、①啓蒙活動としての図書館展示、②広報活動とし
ての図書館展示、③人材育成活動としての図書館展示の３点をあげている（米澤 ２００５）。筑波大
学の篠塚富士男氏も「図書館と展示会」で２人の論考を引用して、同学附館での展示開催におい
ても松下分類①②が多く、基本的には両者の分類を適用できるとしている（篠塚 ２００６）。
本学が目標とすると図書館の展示について、部外者の立場で意見を述べるのははばかられるが、
長年にわたって収集されてきた貴重な資料、つまり知的財産をさまざまな分野の研究者と連携し
ながら、積極的に公開していく姿勢が求められるのではないか。その意味でも上記のパターンは
すべて本学にあてはめても齟齬はないが、図書館、あるいは所蔵関係資料をベースに開催するこ
とが基本だと思っている。そのことにより、資料の利用を促進と地域社会への図書館の存在を示
すことにつながるのではないか。ひいては教育、研究のみならず、地域貢献の寄与することにな
っていくのではないかと考えられる。
２）展示スタッフについて考える
展示企画には、つぎのようなプロセスがある。展示の企画構想・シナリオ／テーマの決定／展
示資料の調査・選定／キャプション・展示パネル原稿の執筆と作成／解説目録・図録の作成／関
連イベントの企画／広報活動／運営計画（スケジュール・コストを含む）／アンケートの集計／
報告書作成。５）これらの業務は博物館の学芸員等は、日常業務の一つになっているが、図書館職員
はそうでもない。
先にふれた『図書館 forum』で図書館職員のあり方について「図書館法と博物館法」と題して制
度と目的の相違点を論述した。改めてその一部を紹介すると、
１９５０（昭和２５）年に制定された「図書館法」は社会教育法（１９４９年施行）の精神に基づき、その
施設の設置や運営に関して必要な事項が定められているが、その定義は、つぎの通りである。
＜図書館法＞第二条 この法律において「図書館」とは、図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、
保有して、一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的とす
る施設で、地方公共団体、日本赤十字社又は一般社団法人若しくは一般財団法人が設置するもの（学校
に附属する図書館又は図書室を除く。）をいう。
これをみると、本学附属図書館は学校に附属するので「図書館法」に該当しない。そのためそ
の法律には図書館に置かれる専門的職員、すなわち「司書」を置くと明記されているが、附属図
書館に司書の業務をしているスタッフはいるが、就業規則上の職名としてはない。
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それでは大学の図書館はどのような法律に基づいているのか。先の図書館法に学校とあるので
「学校図書館法」をみてみると、「学校の教育課程の展開に寄与するとともに、児童又は生徒の健
全な教養を育成すること」を目的に、学校とは小、中、高等学校だと定められている。では大学
の場合はどうであろうか。おおもとの「学校教育法」の施行規則によれば、「学校には・・・図書
館又は図書室、その他の設備を設けなければならない。」ことのみ記載されている。また「大学設
置基準」の第３８条には「図書等の資料及び図書館」について以下のように定められている。
第三十八条 大学は、学部の種類、規模等に応じ、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必
要な資料を、図書館を中心に系統的に備えるものとする。
２ 図書館は、前項の資料の収集、整理及び提供を行うほか、情報の処理及び提供のシステムを整備し
て学術情報の提供に努めるとともに、前項の資料の提供に関し、他の大学の図書館等との協力に努める
ものとする。
３ 図書館には、その機能を十分に発揮させるために必要な専門的職員その他の専任の職員を置くもの
とする。
４・５ （略）
さらに「大学図書館基準」の職員の項には、
（１）大学図書館には，その使命の遂行と機能の発揮に必要かつ十分な職員を適正に配置しなければなら
ない。
（２）大学図書館に課せられた高度の専門的業務を処理するためには，特に専門職員を配置することが必
要である。専門職員には，原則として大学院において図書館・情報学等を専攻した者を充てなけれ
ばならない。
（３）専門職員，その他図書館の専門的業務に従事する職員に対しては，広く研修または再教育の機会と
ともに，その資格，能力，経験等にふさわしい処遇が与えられなければならない。
となっており、これにも司書の記載はない。
したがって、このように見てくると大学図書館にふさわしい専門的職員や専門の職員とは非常
にあいまいで、果たしてどのような資質が求められるのだろうか。近年の図書館は、情報化への
取り組みをはじめ、利用者対応など、従来の図書館に比べその業務は多様化し仕事内容は大きな
変革をとげてきており、さらに社会連携や地域貢献など新たな課題を抱えている。
このような状況のなかで、図書館で所蔵している資料をわかりやすく展示することになると、
それに従事する職員も企画力、技術と経験が今以上に求められる。低コストで高品質、効率優先
がいわれる今日、新しい図書館の建物に生まれ変わった機会に、長期的な視野のもと時代に即し
た幅広い図書館運営のあり方をさらに追求し、独自性のある図書館活動がより一層活発に行われ
ることを期待している。
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３）おわりに
本論では福井大学総合図書館リニューアルオープン記念展示「郷土の歌人 山川登美子展」の実
施にともなった活動をとおして、大学図書館での今後の展覧会を企画する上で、図書館学と博物
館学の立場からそれぞれ論述したものである。知的財産の地域住民への積極的な公開という面か
らも、多様性が求められる一方で専門性も要求されるが、大学の有する人材をはじめとする総合
力を活かし、現在福井大学が標榜している「創造力、実践力。」のキャッチコピーの目標にむかい
努力したいものである。
最後に２００９（平成２１）年は、山川登美子の生誕１３０周年、没後１００周年の節目でもあった今回の
記念展示の開催にあたって、山川登美子記念館、小浜市をはじめ各方面からさまざまなかたちで
のご協力・ご支援をいただいた。改めてお礼申し上げたい。
写真２２ 展示のポスター
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注１）坂本政親の「あとがき」『山川登美子集』福井大学国語国文学会，１９６１，pp．１８９－１９０を参考に
作成。
２）『図録山川登美子』２版，「若狭を謳う」実行委員会，福井県立若狭図書学習センター、２００６，
p１８を参照
３）『図書館ハンドブック』第６版、日本図書館協会，２００５、pp．１００－１０１を参照
４）国立大学法人福井大学平成２０事業年度業務監査報告書（平成２１年６月３０日）
５）加藤有次等編（２０００）新版・博物館学講座第９巻『博物館展示法』雄山閣出版。全国大学博
物館学講座協議会西日本部会編（２００８）『新しい博物館学』芙蓉書房出版を参照。
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